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平成20年10月18日（土）・19日（日）の両日、一宮スポーツ文化センターにおいて、福
祉関係者、施設、団体とボランティアが参加し、本会主催による「福祉とボランティア活動
展」を盛大に開催し、2日間で約5,500人の入場者がありました。
この催しは、市民に福祉とボランティア活動に対する理解と啓発並びに参加の呼びかけを

目的に開催しています。内容はそれぞれの活動状況、活動内容を写真・ポスター・パネル等
により展示、バザー・体験コーナーでは大勢の方でにぎわい、模擬店も毎年好評で全品が売
り切れとなる状況でした。
また、ボランティアグループによる活動発表会も実施し、皆さん熱心に聞き入っていまし

た。最後に「ふれあい餅つき大会」をおこない、来場者に振る舞いました。
皆様方のご協力のお陰で、無事成功に終えることが出来ましたことに感謝いたします。

防災グッズの展示 ふれあい餅つき大会

ボランティアグループ発表（踊り） 盲導犬PRコーナー
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平成20年中に市内で、53名の方が数え100歳の誕生日を迎えられました。
平成20年10月に3日間にわたり、数え100歳になられる高齢者の方（39名）のお宅を会

長が訪問し、長寿をお祝いしました。
訪問先では高齢者の方と笑顔で会話されたり、記念写真を撮影するなど短い時間でしたが、
和やかな雰囲気の中、楽しいひと時を過ごされました。
最後に「いつまでもお元気で…」とあいさつをして訪問先を後にしました。

過ぎ行く秋の平成20年11月15日（土）に木曽川体育館の２階競技場で三世代交流スポー
ツ大会が開催されました。この大会はスポーツを通して世代間の交流を深めてもらおうと、
一宮市老人クラブ連合会が企画し運営した手作りの大会です。
参加者は22チームの計176名。大会名のとおり老人クラブ会員が主となって、子どもから

お年寄りの三世代で編制しました。
大会の種目は誰でも気軽にできる「ニュースポーツ」を４種類。名称は「ストライククッ

ションボード」、「リングリングゲーム」、
「アキュラシーゴール」、「ワナゲ」です。
参加チームは４つのグループに分かれ

て、それぞれの場所の種目からスタート
して順番に４種目を行って終了するとい
うものです。
この大会では競技という形を取らず、

順位など決めませんでした。それは三世
代がのびのびとゲームを楽しみながら交
流を深めていただくためです。そのため
でしょうか、競技場には絶えず歓声があ
りました。秋のひととき、世代間の交流
はいかがだったでしょうか。

一宮市社会福祉協議会の23支会主催により敬老会が各地で開催されました。
平成20年9月6日、尾西地区敬老会

が尾西市民会館にて午前と午後の部
に分かれて行われ、今年もたくさん
の方にお越しいただきました。当日
は、式典の他にアトラクションで高
山厳と平山みき、横山ホットブラザ
ーズのステージがありました。会場
にお越しの皆さんは、昔懐かしい友
人と語らいながら、素敵な笑顔で楽
しいひと時を過ごされました。

みんなで楽しくわなげ


